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発行人/会長 土室  完

平成25年 3月 1日 発行

―メディアリテラシーの中核としての画像リテラシーの育成―

金沢星稜大学 人間科学部 教授 岡部  昌樹

「高度情報化社会」を表わす言葉として、2000年以降「ICT社会J「ユビキタス社会Jが登場し、近年は
「知識基盤社会」が使われるようになってきている。この「知識基盤社会」という言葉が最初に使われたの

は、OECD(経 済協力開発機構)に よるプロジェクト「DeSeCo(デ セコ)Jからである。
「DeSeCo」 とは、国際化と高度情報化の進行とともに多様性が増した複雑な社会に適合することが要求される能力概念「コンピテンシー」 |
を、国際的、学際的かつ政策指向的に研究するため、OECDが 組織したプロジェクトである。1997年 12月 から活動を始め、2003年 に最終報告を |
行い研究プログラムを終了した。日本においても、DeSeCoの 流れを汲む教育政策が図られている。    (編 者補足 出展 :Wikipedla)|

ここでは鍵となる能力として、「相互に作用的に道具を用いる力」、言い換えると「コミュニケーシヨンツールを使いこなす能

力」を一番重要な学力であると定義している。情報を収集し、加工し、プレゼンして相手を説得する能力である。(こ のサイクル

のことを「コミュニケーシヨンカ」と言い、「プレゼンテーションカ」というのはその最終場面のことを言う)こ れは視聴覚教育
が担う分野である。
今日は「情報」で相手を説得する時代となっている。その情報の「見せ方」によって、相手が納得するかどうかが決まる。つま

り「ツール」を使いこなし「情報Jを うまく扱える人が、相手を説得し勝つことが出来るのである。しかし、相手をどれだけ説得
しても、情報の加工の仕方が間違っていたり、元の情報が間違っていたら、または自分の恣意で情報を加工していたら、それは

「嘘Jをついたことになり、相手を「論破」することにならない。だましただけである。そういう意味で、「視聴覚教育」という
のは非常に重要である。
右の図は、「メディア」
あり、また「視聴覚教育J
る。
「メデイア」は、必ず「記号J、 すなわち「文字/音/映像Jと いった「情報」
を載せ、また表現する「装置」を持つ。そして、その「装置Jは必ず「システ
ム」の中で動く。この中で「AI」 の位置が「視聴覚教育J、 つまり「記号」=
「文字/音/映像」を活用して教養をつけていく「教養レベルJである。真ん中
の「BⅡ 」は、その「機能」と「装置」を生かしていく「情報教育」である。コ
ンピュータを活用して、その機能を生かして、情報処理をしていく。つまり「視

聴覚教育の情報処理」である。そして、「視聴覚教育」は基本操作であり、「情報
教育Jは情報の中身である。「C―ⅢJは、それを活かす、「システム=世の中」を
より科学的に、「批判=論理的」に考察する力をつける。これが「メディア教育Jである。
さて、現代は「画像 (映像)」 が情報の中心となっている。画像に対してはちゃんとしたリテラシー (理解力)が必要である。
「メディアリテラシー」とは「メディアを理解する力」であり、メディア教育。視聴覚教育そのものである。そしてその最終日

標は、「論理的 (批判的)に情報を読み解く (Logical(Criucal)thinking)」 「情報を鋭く見抜く (Insight ablity)」 能力を身に着け
ることである。                                (平 成24年度視聴覚セミナー講演より要約)
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第16回視聴覚教育総合全国大会・第63回放送教育研究会全国大会合同大会(東京大会)に参加して
県立生涯学習センター 学習情報グループ 小森  智寿

平成24年 8月 2日 ・3日 の両日、東京都渋谷区にある国立オリンピック記念青少年総合センターにおいて第16回視聴覚教育総合
全国大会。第63回放送教育研究全国大会合同大会 (東京大会)が開催されました。
1日 目のテーマ別研究交流会では「明日を活かすメデイア・コミニュテイを考える」をテーマに発表があり、富山県映像センタ
ーからは、映像について「学ぶ」「作るJ「いかす」「集めるJを テーマに動画制作やインターネット配信などの取り組みが、また
大分市情報学習センターからは、 ICTボランティア育成し、受講終了者が新規受講者をフォローするなどの取り組みが紹介され
ました。
2日 目は「デジタル化への展望～視聴覚ライブラリのネクストステージ～Jと 題し、青森県総合社会教育センタ
ー、埼玉県春日部市視聴覚センター、千葉県総合教育センターから、16ミ リフイルムのデジタル化等について発表が

ありました。
これらの発表には参考とすべき点が多く、特にインターネットの活用については当センターでも講座映像配信につ

いては新年度から取り組んで行くこととなり、多くの方に視聴いただき「いつでもJ「 どこでも」「誰でも」学べる環

境づくりをしていきたいと思っています。皆様、是非ともご活用くださるようお願いします。

また、今後の課題として県内外多方面から様々な映像資料を収集・保存し、公開・活用していきたいと一計を案じ

ています。

と「リテラシー (理解力)Jの関係性を表にしたもので
「情報教育」「メディア教育」を分けたモデル図でもあ
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メデイアとリテラシーの関係性 ◎岡部昌樹



石川県視聴覚教育協議会は、本県の視聴覚教育の振興発展に寄与することを目的とし、県及び市町教育委員会の視

聴覚教育担当部局をもって組織され、視聴覚教育に関する研究奨励及び指導者研修、学習情報の交換のための事業等

を行っています。

平成24年度の活動内容を紹介しますc
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※副会長は、H241221付七尾市教育委員会教育長異動に伴い、近江 一芳氏に交代となっています。

平成24年 6月 7日 (木 )、 石川県本多の森庁舎において平成24年度理事会及び総会が開催さ

れました。

総会では、議長に金沢市の今井 信也氏を選出し、議案審議の結果、平成23年度事業・決算

及び平成24年度事業計画・予算案、並びに会則の改正が承認されました。

総会に引き続き視聴覚セミナーとして、金沢星稜大学人間科学部の 岡部 昌樹 教授による

「知識基盤社会における視聴覚教育の課題 ～メディアリテラシーの中核としての画像リテラ
シーの育成～」と題した講演会を実施しました。

鶴鬱会‐

平成24年度は、次の3市町から申請のあった「 IT講習」等の事業について、費用の助成を行いました。

○平成24年度 役員一覧
会  長 土室  完 石川県立生涯学習センター館長 理  事 今村 昌史 石川県教育委員会生涯学習課

副会長 三浦 光雄 七尾市教育委員会教育長 監  事 岩上 凛 ― 内灘町

参 与 坂井 芳子 石川県教育委員会生涯学習課長 山崎 京子 野々市市

理  事 大畑 幸夫 能登町
事
務
局

事務局長 竹内 裕之 生学セ 学習情報グループリーダー
西  明彦 22昨市 事務局員 小森 智寿 生学セ・学習情報グループ
今丼 信也 金沢市 山本 孝志

山本 忠浩 ,‖ Jヒ田丁 菊池 夕子

PCスキルアップ研修
(市立小中学校職員 保育士の使用するソフトの技術講習)

平成24年 9月 12日 ～12月 20日 金沢市教育プラザ富樫

iPad講 座 平成24年 6月 29日 力ヽまく市七塚生涯学習センター

親子パソコン教室

(フォトレタッチソフトを使つたオリジナルうちわとカレンダー作り)
平成24年 7月 23日 ～7月 25日

版 羅 墓黒 覇
市民の皆様の「知りたい |」「学びたい |」 という思いに応える『かほく市公

民館講座』の1つ として、『iPad講座』を開催いたしました。
パソコン、携帯電話、その他の新型携帯端末など、情報通信機器やその活用方

法は、時代の流れ同様、日まぐるしい速さで進化しています。

今回は、その中からタブレット端末『iPad』 を取り上げ、概要、基本操作
方法のほか、デジカメ写真、音楽・ビデオ鑑賞等の操作方法について、プロジェ

クターも用いて講習しました。

参加者の皆様は中高年世代が中心となったこともあり、初めは操作方法に四苦

八苦している姿も見られましたが、先生のきめ細かなレクチャーと参加者の熱意

により、講座を終える頃には基礎知識をしっかリマスターされた様子が伺えまし

た。

当市の公民館講座は「地域の人たちとのふれあい」とのテーマのもと開催した

面もあり、参加者の皆様にとって、今後ご家族、お孫さん、地域の人々と交流す

る新たな情報手段となること、また、当講座がその橋渡しを担えれば幸いです。
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この講座は、市町や学校 。団体等の視聴覚担当者、学習担当者、公民館職員などを対象に行う講座です。

第 1回  「2日でできる !初歩からのプログ活用術」
開催日 :平成24年 8月 28日 (火 )～29日 (水 )

講 師 :Omceァ シスタ 山川 広美 氏
会 場 :石川県本多の森庁舎パソコン室
参加者 公民館、図書館、各種団体職員等 14名

「いつでも、どこでも、携帯電話からでも」簡単に情報発信できるブロ

グを、広報のツールとして活用できるよう、基礎から学んでもらうことを

目的に開催しました。
公民館 。図書館職員のほか、幼稚園やボランティアサークル、町内会役

員の方など14名が、ブログの開設方法から記事の作成、魅力的な運用のコ

ツ、情報発信のマナーや注意点などを、 2日 間に渡って熱心に受講されました。
受講生からは「わかりやすく教えてもらえた」「さっそく広報に利用したい」といった声が聞かれました。

第2回  「TV番組を作るということ」 (「いしかわビデオ作品コンクール」発表会記念講演)
日 時 :平成25年 3月 5日 (火)13:30～
講 師 :北陸放送/1tl制作部 デイレクター 大西 宏和 氏
会 場 :石川県本多の森庁舎 2階第 3会議室

広く一般県民の皆さんに、映像作品制作に興味をもってもらい、ビデオの撮影・編集の技術を学んでいただく講

座です。 (石川県民大学校 情報・科学コース講座)
なお、この講座は、生涯学習センタービデオクラブ (SVC)の協力のもと実施しています。
第 1回 :基本コース

開催日

場 所
講 師
参加者

平成24年 6月 8日 ～7月 13日 の毎週金曜日 全 6回
県立生涯学習センター県民大学校教室ほか

小林 陽治 氏ほかSVC会員の皆さん
13名

基本コースでは、初心者の方を対象に「ビデオの撮影基礎から、初歩のビ

デオ編集が出来るようになるまで」の講習を行いました。

受講生は、カメラワークの基本や、より見やすい撮影をするための注意点

を教わった後、「新緑」をテーマにした金沢神社での撮影実習・パソコンを使

った編集作業を行い、初歩的な映像作品づくりの課題に取り組みました。

最後に完成した作品の上映を行い、ビデオ撮影・映像作品づくりの楽しさ

を感じていただきました。

第2回 :編集コース
開催日 :平成24年 10月 11日 ～25日 、11月 8日 ～15日 の各木曜日 全 5回
場 所 :県立生涯学習センター県民大学校教室ほか
講 師 :岡野 重和 氏ほかSVC会員の皆さん
参加者 :8名

編集コースでは「よリー歩進んだ映像作品づくり」をめざし、ノンリエアビデオ編集ソフトを使った編集・作

品づくりの講習を行いました。

撮影・編集について基礎からおさらいし、あらかじめ用意された映像素材から受講生各自がそれぞれ作品を作

り上げ、最後に上映会を行いました。受講生は、講師をはじめSVC会員の皆さんから、たくさんの講評・アド
バイスを受け、充実した講座になりました。

■般県1民|の1皆1様に無料舞1放|して,ヽま|す●|||||■■||■
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共催 :石川県教育委員会

後援 :石川県小・中学校視聴覚教育研究協議会

石川県高等学校視聴覚教育研究会

石川県社会教育協会/石川県公民館連合会

今年度、応募期間を平成24年 12月 1日 (土 )～平成

25年 2月 1日 (金)と し、①教材部門、②一般部門の

2部門で募集をしたところ、①教材部門4点、②一般

部門16点の応募がありました。

なお、審査は2月 15日 (金)に県立生涯学習センタ
ーで行われました。

審査講評

|:]8卓琴11m嘗魃ξξill

審査委員

審査委員長 棒田 邦夫 金沢学院大学教授

委   員 勝 田 敏夫 メデイアアドバイザー

今村 昌史 県教委生涯学習課

土室  完 県立生涯学習センター館長

審査結果

0義秦静醸藤|||||,|111'|:=f:==:==|三 11毒|:
最優秀賞
(石川県教育委員会賞)

涙 (能美市)宿谷昭之助

優 秀 賞
1石川県公民館連合会賞|

記念誌:づくりにJLむ 金沢市城南公民館

奨 励 賞 生きる
小松市立国府中学校
保健委員会

金沢カレーの作り方
石川県立工業高等学校
放送部

“

勒1螂帯量攀||||=|11

最優秀賞
(石川県教育委員会賞)

県工かるた
石川県立工業高等学校
放送部

優 秀 賞
(石川県社会教育協会賞)

御願神事 (竹割りまつり) 生涯学習センタービデオクラブ

奨 励 賞 若衆の絆 (金沢市)高島 良夫

櫻生水 (金沢市)小林 陽治

やつばり桜はスゴイ ! (金沢市)小屋 忠男

もうひとつの我が家 (金沢市)藤平田友市

生涯学習成果の発表の場や交流の場として、展示コーナー

を無料で提供しています。
手づくり作品等の展示や研究発表、交流の場として、是非

ご活用下さい。

2～ 4週間まで

9:00～ 18:00 ☆土日祝日も開館します。
(年末年始は閉館となります。ご了承下さい。)

・展示できるもの

絵画、陶芸、書、写真、俳句などの生涯学習成果の作品展

示、児童生徒の研究成果の発表など。

展示は当センターのHPでも紹介します。

お問い合わせ先 :石川県立生涯学習センター (生涯学習情報センター)

TEL:076… 223¨ 9574 FAX:076… 223¨ 9004

ネ見璃雲勢多:牧本オ (∨ HS・ CD・ D∨D・ 16ミ

を無料で行つています。

・対象 県民の方々 (高校生以上 )
・期間 1週間
・本数  1回 5本 (枚 )まで

※ご利用には会員登録 (無料)が必要です。
なお、 16ミ リフイルムの貸出は、映写機操作技術認定を受けた

方が所属する団体に行つています。 (映写機も貸出可)

☆どんなビデオがあるかは、『あいあいネット』でcheckl

URL http://iinetipref.ishikawa.jp/

ジャンル別

ます。

ドで教材を検索でき

☆ 「あいあいネット」は、県内の生涯学習情報

をインターネットで提供するシステムです。

講座 講演会の情報を知りたい、講師を探し
たい、視聴覚ライブラリーの収蔵作品を調べ

たい時は、ぜひご活用ください。

リフイルム)の貸出

QRコ ード
スマートフオン用

〒920‐0935 金沢市石引4‐ 17-1 石川県本多の森庁舎2階

最寄リバス停 :北鉄バス「出羽町」もしくはふらつとノヽス「本多の森ホール」
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